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当社は、iPS 細胞由来分化細胞や培地など創薬支援製品の販売のみならず、グループ内のリソースを
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※1 hERG(human ether-a-go-go-related gene)チャネルに対して医薬品候補化合物の阻害作用を確認する試験。hERG チャネルは

心臓に多く発現し、カリウムイオンを選択的に透過させるタンパク質で、心臓の細胞機能において重要な役割を果たしている。

hERG チャネルが化合物に阻害されると、不整脈が起きる可能性が高くなる。 

※2 CSAHi は、Consortium for Safety Assessment using Human iPS Cells の略。「ヒト iPS 細胞由来分化心筋・肝臓・神経細胞を用い

た各種安全性評価技術について、新規医薬品開発への応用可能性を実験的に検証し、将来的展望も含め実用に向け世の中

に提言する」ことを目的とした組織。2021 年 2 月 3 日現在、47 の企業が加盟している。 

※3 電極上で培養したヒト iPS 細胞由来心筋細胞に医薬品候補化合物を添加することで得られる電気的変化を記録した、心電図の

ような波形のこと。心毒性評価試験サービスでは、心電図様波形から医薬品化合物の心毒性を評価する。 

 

 

 

 

 

本件に関するお問い合わせは下記にお願いいたします。 

【報道関係】 

富士フイルムホールディングス株式会社 コーポレートコミュニケーション部 広報グループ 

Tel: 03‐6271‐2000 

【お客様】 富士フイルム和光純薬株式会社 試薬化成品事業部  

バイオソリューション推進部  email: jutaku@fujifilm.com 


